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　（2）Cu－Au合金
　Cu・　Au・Cu　Auという典型的な規則格子合金に対す

る中性子照射の影…響を調べたものとして，Cook，　Cus－

hing（19）の研究がある・

　Cu3Auの不規則状態のもの及び200°Cで規則化して

焼入れたものに対して，原子炉内で中性子照射を行った

が，その際，速中性子と熱中性子の影響を別々に考察で

きるようにした．熱中性子照射によっては電気抵抗が減

少し，局部的に規則化がおこったと考えられる・また，

速中性子によっては電気抵抗の増加が見られたが，既に

不規則状態にあるものは規則状態にあるもの程いちじる

しい増加ではなかった．これは，X線的にも不規則化が

進行していることに対応し，thermal　spike（この場合局

部的なquenching）によるものと思われる・そして・こ

のthermal　spikeについては次のようなことが結論さ

れた．

　1．spikingのrateは照射中一定．この実験では不

規則化のinitial　rateは5．93％／day・

　2．spikingのrateは中性子のfluxに比例する．

　3．thermal　spike　1箇は104程度の原子を含む・

　また，Cu　Auについてもほぼ同様の結果であった．

　純金属のradiation　damageがもう少しはっきりしな

い中は，合金の場合の解析はなかなか困難であると思う

が，このCook等の研究は，　thermal　spikeについて実

験的に考察した最初のものであろう．

5．　あとがき

以上radiation　damageに関する最近の研究を総合的

に解説し，その問題となっている点を考察した・空孔に

ょる電気抵抗の増加なども計算されており当然ここに加

えて論ずべきであった・また，最近，Brinkman（20）によ

って提出された理論も興味あるものであるが，共に紙面

の都合上解説できなかったのは残念である．よりpra一
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cticalな問題と併せて，次の機会に考えてみたい・

　なお，本解説を書くに当って，種々御援助いただき，

また，有益な御討論をいただいた神前煕氏に感謝の意を

表したい．　（1954．　11．13）
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